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1．はじめに
　2012年（平成 24年）5月 15日（火）、TKPガー
デンシティ札幌きょうさいサロンにて平成 24年度
防災委員会総会を開催しました。
　本稿では、総会概要及び平成 24年度防災委員会
の事業計画、併せて総会後の講演の概要について、
報告します。

2．平成 24年度総会の概要
　平成 24年度総会及び講演は、下表のとおり開催
され、参加者数は 41名でした。

3．平成 24年度事業計画
　総会議事では、平成 23年度活動に関する総括及
び決算報告に引き続き、平成 24年度の事業計画及
び予算について説明し、会場出席者の承認が得られ
ました。
　平成 24年度の活動内容としては、委員で構成さ
れる事務局（9名：総合幹事会）及び地盤（18 名）、
交通（18名）、都市（21名）、水工（20名）の 4研究
部会、防災教育（6名）の 1WG体制による調査研
究を進めます。
　特に、今年度は、北海道本部全体と連携しながら
防災委員会がエンジン役となって取り組む『（仮称）
東日本大震災を教訓とした北海道の防災・減災に関
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する提言書』の策定に着手します。この提言書の作
成にあたりましては、今年度末までに作成作業を終
えることを目標とし、市民向けの提言内容となるよ
う防災委員会の地盤・交通・都市・水工の 4部会、
防災教育WG、事務局のメンバーが主体となって
具体な検討作業を行い、北海道本部の関係する各委
員会・各研究会の代表者、防災委員会の総合幹事会
メンバー、北海道本部事務局等から構成する「東日
本大震災プロジェクト実行委員会」を立ち上げて進
めていく予定です。
　また、防災委員会では、研究成果の発表の場とし
て、あるいは外部講師による啓蒙活動の場として、
技術士会会員のCPD支援につながる防災セミナー
を継続的に実施していますが、今年度は重要命題の
提言書作成を優先事項として、開催のタイミング等
を考慮してできるだけ実施出来るよう検討していき
ます。
　さらに、防災委員会の調査研究成果を社会へ還元
するとともに、技術士の社会貢献に資することを目
的として、市民防災セミナー・防災リーダー研修も
実施しています。これは、札幌市各区にある区民セ
ンター事業を支援する形で進めているもので、個々
人の自覚に根ざした「自助」、身近な地域コミュニ
ティなどによる「共助」などを広く社会に知っていた
だく市民向けセミナーです。平成 23年度は、清田
区、豊平区、中央区で計 7回開催し、概ね 50 ～
80名の市民の参加を得て好評に開催しました。平
成 24年度も、プログラム内容や関連団体との連携
など講演内容の拡充を図りつつ、開催する予定です。

4．講演の概要
　講演は、北海道大学大学院理学研究院地震火山研
究観測センターの谷岡勇市郎教授・センター長様か
ら「北海道における巨大地震と大津波」と題して、
2001年東北地方太平洋沖地震と津波、北海道の大
地震と津波などの視点からご講演をいただきまし
た。また、谷岡教授は、北海道防災会議地質専門部
会で進められています津波浸水予測図の見直し等に
深く関わっておられますので、これらに関するお話
もしていただきました。

　講演概要は、以下のとおりです。
【2001年東北地方太平洋沖地震と津波】
　2001 年太平洋沖地震では、海上保安庁の観測
データから海底で20m以上の水平変位が確認され
ており、これらの観測結果から津波のシミュレー
ションが行われることを説明いただきました。そし
て解析の結果と現地で観測された津波とが良く整合
していることを示され、シミュレーションの結果な
どが防災行政に活用されている現状についてお話し
いただきました。
【北海道の大地震と津波】
　北海道の沿岸に分布する津波堆積物の調査結果な
どから、過去の津波の規模や範囲を調査している現
状が報告されました。その結果から、約 500 年周
期で太平洋沿岸において大規模な地震と津波が発生
することや、その影響範囲のシミュレーションの結
果も紹介いただきました。また従来のシミュレー
ションでは説明できない津波の堆積物が見つかって
いることから、北海道では見直し作業を実施中との
お話しをいただきました。

5．おわりに
　防災委員会では、来年の平成 25年 10月に予定
されています技術士会全国大会（札幌）開催を視野に
いれて、市民を対象にした提言書の作成を優先に活
動していきたいと考えております。もちろん、当委
員会だけで対応できるものでもありませんので、北
海道本部、あるいは関係機関と連携しながら進める
必要があります。今後、技術士会の皆様方からの益々
のご支援、ご協力の程、よろしくお願いいたします。
� （以上）
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